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   The pretreatment bone scans on 40 patients with prostate cancer with bone involvement 
were reviewed and the prognostic impact of the initial extent of bone metastasis was evaluated. 
   On the bases of the number or extent of bone metastasis, the patients were divided into 2 
groups and survival for each group was compared. We also assessed the correlations between the 
extent on bone metastasis and other pretreatment characteristics: age, symptoms, serum acid 
phosphatase, serum alkaline phosphatase, and the histological differentiation of primary tumor. At 
the same time, the prognostic impacts of these pretreatment characteristics were evaluated. 
   The extent of bone metastasis on the scan correlated with survival, but other characteristics 
did not have a predictive value except for histological grade. Though the histological differentia-
tion of primary tumor was related to survival, the survival rates differed by the initial extent of 
disease among the same histological grade patients. Thus the extent of bone metastasis was shown 
to predict survival in metastatic prostate cancer. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1693-1699, 1989) 




過はすべて 同様 であるとはいえず,骨 転移 すなわち























一 お よび 血 中 前立 腺 性 酸 フ ォス フ ァ ター ゼ お よび ア ル
カ リフ ォス フ ァ ター ゼ の定 量 を 行 った.骨 シ ンチ グラ
フ ィー撮 影 に 当た って は,99mテ クネ シ ウ ムMDP
(methylenediphosphonate)を用 い,20mCiを 静
注 後3時 間 で 全 身前 面 像 お よび 後 面 像 の撮 影 を 行 っ
た ・ ス キ ャ ン ニ ン グス ピー ドは,70cm/minと し,
2passに て 撮 影 した.ま ず 全 例 同 様 な 条 件 で 撮 影
し,と くにactivityが高 い部 分 に つ い て は,そ の 部
分 が5Kcount!cm2とな る よ うに調 整 し,ス ポ ッ ト
撮 影 を追 加 した.こ れ に よ り,転 移 巣 をSoloway
ら6)の判 定 基 準 に した が い 数値 化 した,す な わ ち,
1/2椎 体 大 または そ れ 以 下 の 大 きさ の骨 シ ンチ 陽 性
像 を 王と算定 し,骨 シ ンチ 上 で の全 身 の骨 転 移 巣 の 面
積 を椎 体 の面 積 と比 較 し,簡 易 的 に定 量 化 した.1椎
体 大 の 陽 性 像 は2と 算 定 した.な お,前 面 像 と後面 像
で 大 き さに差 の あ る転 移 巣 は 大 き い方 を も って判 定 を
行 った.血 中 前 立 腺 性 酸 フ ォス フ ァタ ーゼ は,α 一ナ フ
チル 酸法 を用 い て 測 定 し,ア ル カ リフ ォス フ ァタ ー ゼ
は,Bessy-LOwry法に て測 定 した.生 検標 本は ホ ル
マ リン固定,ヘ マ トキ シ リ ンエ オ ジ ン染 色 を行 い ,悪
性 度 を 前立 腺 癌 取 扱 規 約 に し た が い3段 階 に 評 価 し
た.分 化 度 別 症 例 数 は,高 分 化 腺 癌2例,中 分 化 腺 癌
19例,低分 化 腺 癌19例で あ った.
治療 は,12例 に対 し去 勢 と エ ス トロ ゲ ン療 法 を,28
例 に 対 し去 勢 とエ ス トロゲ ン,シ ス プ ラチ ン投 与 の 内
分 泌 化 学 療 法 を 行 った.こ の 治療 法 の予 後 に つ い て は
当教 室 の 沼 沢 が7)すで に 報告 して い る の で 今 回 は 初
診 時 に お け る骨 転 移 巣 と予 後 の 関 係 だ けに つ いて 検
討 した.観 察期 間 は1～llO。3ヵ月,平 均32.1ヵ月 で
あ り,生 存 率算 定 に はKaplan-Meir法を 用 い,生 存
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FigL骨 転 移 数 別 生存 率







・。 以 上 ・。・3…91鬼 。(66・6%)15124(62・5%)9/24(37・5%)





前立憩性酸7tスフ7ター ゼ アルカU7tスフ7タ ゼー
高値例数 冥淵値平均 高値例数 実測値平均
t・以 上21三4(87・5%) 96.O±eOO.8 23■24(95・8%)*4。・・7・319・8*

























factorと予後の関係を評価 した.ま ず転移に よると
思われる自覚症状の有無により患者を2群 に分け,予
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値 例に比 べて予後が よい と報告 しているが,島 崎
ら15)は治療前の酸フォスファターゼはその後の経過と
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